
件
名
に
つ
い
て
は
、
議
決
結
果

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
議
案
第
１
号　

地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
職
員
の
退

職
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

■
議
案
第
２
号　

消
費
者
安
全
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

■
議
案
第
３
号　

地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
４
号　

特
別
職
の
職
員

の
日
当
の
額
を
改
定
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
５
号　

一
般
職
員
の
給

料
の
特
例
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
６
号　

一
般
職
員
の
日

当
の
額
を
改
定
す
る
等
の
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
７
号　

地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

■
議
案
第
８
号　

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
等

の
額
を
改
定
す
る
等
の
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
９
号　

建
築
基
準
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築
審
査
会

の
委
員
の
任
期
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

■
議
案
第
10
号　

八
千
代
市
印
旛

沼
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
変
更
に
よ
り
、
公
共
下
水
道

事
業
の
排
水
人
口
を
変
更
す
る
等

の
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
11
号　

介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
日

を
変
更
す
る
等
の
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
12
号　

指
定
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
者
に
対
し
運
営

推
進
会
議
の
設
置
を
義
務
付
け
る
等

の
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
13
号　

対
象
火
気
設
備

等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に

対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
27
号　

人
事
院
勧
告
及
び

千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
一

般
職
員
の
給
与
の
額
を
改
定
す
る
等

の
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
28
号　

国
民
健
康
保
険

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。　

■
議
案
第
14
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
１
４
５
万
９
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
を
５
７
０
億
１

２
８
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
15
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
12
億
２
４
３
９
万
７
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
を
２
２
２
億
３

５
１
６
万
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
16
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
６
０
０
万
５
千
円
を
減
額

し
、
補
正
後
を
１
０
５
億
４
９
５

８
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
17
号　

資
本
的
収
入
で

は
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

債
で
４
億
円
の
減
額
、
資
本
的
支

出
で
は
、
過
年
度
収
入
損
失
で
１

２
６
万
円
の
追
加
を
す
る
も
の
。

企
業
債
の
補
正
と
し
て
、
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
更
新
事
業
債
の
限
度
額

を
変
更
す
る
も
の
。

■
議
案
第
18
号　

資
本
的
収
入
で

公
共
下
水
道
建
設
事
業
債
を
４
１
２

０
万
円
、
資
本
的
支
出
で
雨
水
管
渠

整
備
事
業
費
４
１
３
２
万
１
千
円
を

そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
。

■
議
案
第
19
号　

予
算
規
模
を
５

５
９
億
９
千
万
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
20
号　

予
算
規
模
を
２

２
３
億
９
４
９
６
万
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
21
号　

予
算
規
模
を
１
０
７

億
１
０
４
０
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
22
号　

予
算
規
模
を
５

２
４
１
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
23
号　

予
算
規
模
を
20

億
６
２
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
24
号　

欠
損
金
を
補
て

ん
す
る
た
め
に
利
益
積
立
金
と
し

て
確
保
し
て
い
る
資
金
の
有
効
活

用
を
図
る
も
の
。

■
議
案
第
25
号　

収
益
的
収
入
の

予
定
額
を
39
億
７
３
６
３
万
６
千

円
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
35
億

７
１
６
５
万
円
、
資
本
的
収
入
の
予

定
額
を
13
億
７
６
９
６
万
４
千
円
、

資
本
的
支
出
の
予
定
額
を
30
億
５
８

７
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
26
号　

収
益
的
収
入
の

予
定
額
を
35
億
３
６
８
０
万
７
千

円
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
35

億
４
０
３
６
万
５
千
円
、
資
本
的

収
入
の
予
定
額
を
４
億
８
２
７
５

万
９
千
円
、
資
本
的
支
出
の
予
定

額
を
12
億
７
０
６
４
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

■
議
案
第
30
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
０
３
９
万
３
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
を
５
７
１
億
２

３
１
９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
31
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
３
３
万
５
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
を
２
２
２
億
３
６
４

９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
32
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
３
６
万
７
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
を
１
０
５
億
５
０
９

５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
33
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
を
３
億
６
３
９
６
万
４
千
円

と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
34
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
34
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
を
18
億
６
３
７
３
万
６
千
円

と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
29
号　

教
育
委
員
会
委
員

に
佐
藤
志
津
氏
を
任
命
す
る
も
の
。

■
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員

に
三
橋
洋
子
氏
を
推
薦
す
る
も
の
。

■
発
議
案
第
１
号　

脳
し
ん
と
う

を
受
傷
し
た
者
が
、
う
つ
状
態
に

陥
る
等
最
悪
な
事
態
を
避
け
る
た

め
、
国
に
対
策
を
求
め
る
も
の
。

■
発
議
案
第
２
号　

児
童
虐
待
防

止
対
策
の
抜
本
強
化
を
国
に
求
め

る
も
の
。

■
請
願
第
１
号　

学
童
保
育
の
充

実
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
予
算

の
見
直
し
を
要
望
す
る
も
の
。

■
陳
情
第
１
号　

脳
し
ん
と
う
の

周
知
と
予
防
等
求
め
る
た
め
、
国

へ
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

仕上がりD4サイズ 406mm×272mm
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■やちよ市議会だよりは再生紙を使用しています。 ●ご意見・ご感想をお寄せください。
　議会事務局庶務課 電話（483）1151（代表）　FAX（484）6340

市議会本会議の様子は八千代市ホームページからもご覧になれます。

　

平
成
28
年
八
千
代
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
23
日
〜
３
月
22
日
ま
で
の
29
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
２
月
29
日
か
ら
３
日
間
で
、
17
名
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
各
常
任
委
員
会
は
、
３
日
、
４
日
、
22
日
に
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
８
日
〜
11
日
に
開
催
さ

れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、
請
願
、
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
平
成
28
年
度
予
算
案
、
条
例
の
制
定
案
な
ど
議
案
34
件
、
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
案
ほ
か
１
議
案
を
修
正
可
決
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
原
案
同
意
、
そ
の
他
30
議
案
を
可
決
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
否
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
発
議
案
（
議
員
提
出
議
案
）
８
件
、
請
願
５
件
を
審
議
し
、
発
議
案
２
件
を
可
決
、
請

願
１
件
を
採
択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
等
は
２
・
３
面
に
、
議
案
等
の
概
要
・
議
決
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

意
見
・
要
望
事
項

修
正
案
の
概
要

条
例
関
係

採
択
さ
れ
た

請

願

委
員
会
で
採
択

さ
れ
た
陳
情

そ
の
他

予
算
関
係

第2回定例会は、6月6日開会予定です。

※　「各会派の賛否」については、○は賛成、×は反対です。△は会派内で賛否が分かれました（下の数字は賛成人数）
※　「各会派の賛否」における「会派に属さない議員」はアルファベット表記しており、以下のとおり対応しています。
　　Ａ：奥山 智議員　Ｂ：菅野 文男議員　C：三田 登議員　D：塚本 路明議員
※　賛否の数には議長は含まれません。
※　議案第1号から第4号については、会派「自由民主党」において退席議員が1名ありました。
※　個別の賛否結果については、ホームページ上でご覧になれます。

※　執行機関に対する請願が採択された場合は、次の定例会で処理の経過及び結果が
　　報告されます。
　　なお、審査しないこととなった陳情は、掲載しておりません。

附
帯
決
議
と
そ
の
提
案
理
由

■E-mailアドレス : gikai1@city.yachiyo.chiba.jp

●
●
●
●

発 行
編 集
所在地
電 話

八 千 代 市 議 会
八千代市議会広報委員会
八千代市大和田新田312-5
047（483）1151（市役所代表）

議 決 結 果 一 覧議 決 結 果 一 覧議 決 結 果 一 覧議 決 結 果 一 覧

地方創生調査特別委員会の活動
　３月24日に第10回目の会議を開催し、八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略などについて市へ説明
を求めました。その中で、昨年市長へ提出した提言書が、八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（素案）の各所に反映されたことが確認できました。
　主な内容は、米本・高津・村上団地の再生、源右衛門鍋のＰＲ、新川周辺のウォーキング・サイクリング等
の案内マップ作成、レンタサイクルの推進、待機児童解消、婚活ツアーの開催、学童保育と放課後子ども
教室の一体型推進、京成バラ園との連携、小学校新入生への「バラ」の苗の配布、「やっち」のＰＲなどで
す。
　また、今までの会議では、まちづくりや観光推進に対する意見も多く出されたところです。関連する２
事業に対して、国から地方創生加速化交付金として、約6,700万円の交付がされる予定です。
　今後も同委員会では、八千代市の活性化のための活動を行っていきます。

　第１回定例会最終日に秋葉市長の公文書改ざんに関する調査特別委員会から調査に関する中間報告が
ありました。委員長から事案経過と本委員会の調査経過の概要が報告され、市長の証言と職員の発言の
食い違いについて主なものが３点報告されました。
［市長の証言］
①職員から会議録は要点記録であるとの説明を受け、かつ会議録が未完成だと報告を受けた。
②内容についても誤字・脱字のみを指摘した。
③職員が市長室に入室した場合は、必ず記録を残している。
　これに対する職員の証言では、意見聴取した職員の中には①のような説明をした職員はおらず、②に
関しても鉛筆で枠を囲っての削除指示を受けた③については入室記録がない場合でも入室することもあ
り、開示請求後、総務企画部の職員が2名入室し、市長と本件について話をした。との証言がありまし
た。市長と職員の発言との間において食い違いがあるため、本委員会は今後も、調査を実行し、本事案
の真相を明らかにするとともに、再発防止に向けた検討を行っていきます。

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
予
算
案
を
審
査
す
る
た

め
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
間
に
わ
た

る
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
修

正
可
決
、
そ
の
他
の
議
案
は
原
案

の
と
お
り
可
決
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
委
員
長
報
告
に
お
け

る
執
行
機
関
に
対
す
る
主
な
意

見
・
要
望
事
項
で
す
（
要
約
）

▽
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画…

28
年
度
か
ら
開
始
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
の
実
施
計
画
を
示

さ
ず
予
算
審
査
を
求
め
る
の
は
議

会
軽
視
で
あ
る
。

▽
予
算
書
発
行
部
数
の
大
幅
な
削

減…

課
長
職
の
職
員
に
も
配
付
さ

れ
て
お
ら
ず
、
職
員
が
市
の
予
算

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に

も
今
後
の
配
付
に
つ
い
て
改
善
を
。

▽
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
度…

窓

口
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
う
目
的
を

認
識
し
た
上
で
、
体
制
の
整
備
を
。

▽
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ…

改
修
が
22

年
間
さ
れ
て
お
ら
ず
、
施
設
の
重

要
な
中
央
監
視
装
置
が
故
障
し
、

館
内
空
調
等
が
全
館
停
止
と
い
う

事
態
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
早

急
に
対
策
を
。

▽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー…

著

し
い
老
朽
化
に
よ
る
空
調
設
備
の

不
具
合
に
対
し
、
修
繕
費
の
予
算

計
上
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
早
急

な
対
策
を
。

▽
待
機
児
童
の
解
消…

学
校
内
の

特
別
教
室
の
一
時
利
用
の
検
討
、

人
員
の
確
保
策
と
し
て
の
学
童
指

導
員
の
待
遇
の
見
直
し
を
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
緊
急
性
を
要

す
る
施
設
・
設
備
改
修
、
及
び
学

校
施
設
に
お
け
る
環
境
整
備
と
し

て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
空
調
設
備
等

改
修
工
事
費
に
２
２
０
０
万
円
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
空
調
設

備
等
改
修
工
事
費
に
４
０
０
万
円
。

勝
田
台
市
民
文
化
プ
ラ
ザ
施
設
・

設
備
の
老
朽
化
対
策
に
要
す
る
費

用
３
０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
も
の
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
老
朽
化
し
た
各
小
学
校
の
施
設
・

設
備
の
維
持
・
修
繕
費
に
２
３
０

０
万
円
を
、
中
学
校
の
施
設
・
設

備
の
維
持
・
修
繕
費
に
６
０
０
万

円
を
、
夏
場
で
も
窓
を
開
け
ら
れ

な
い
音
楽
室
な
ど
優
先
度
の
高
い

諸
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る

実
施
設
計
委
託
料
と
し
て
６
０
０

万
円
を
増
額
す
る
も
の
。

以
上
の
歳
出
予
算
増
額
分
９
１
０

０
万
円
の
財
源
は
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
対
応
。

　

28
年
度
中
に
対
応
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
の

う
ち
、
予
算
措
置
に
よ
る
改
善
が

可
能
な
も
の
を
掲
げ
た
。

１
．
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
が
定
め
る
構
造
耐
震

指
標
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況

に
危
機
感
を
持
ち
、
早
期
に
方
向

性
を
決
定
し
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
始
め
る
こ
と
。

２
．
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
、

人
員
の
確
保
に
必
要
な
費
用
の
精

査
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
人
員

以
外
に
施
設
等
の
対
応
が
必
要
な

地
域
も
あ
る
た
め
、
必
要
な
費
用

ほ
か
対
応
に
つ
い
て
速
や
か
に
協

議
し
、
受
け
入
れ
児
童
数
の
増
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

３
．
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び

乾
式
化
に
つ
い
て
の
整
備
改
修
計

画
が
、
耐
震
改
修
や
大
規
模
改
修

と
併
せ
て
行
わ
な
い
単
独
施
工
の

学
校
に
つ
い
て
は
、
財
政
事
情
を

鑑
み
、
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
工
事
設
計
と
、
そ

の
後
の
施
行
ま
で
を
見
据
え
た
整

備
目
標
を
明
確
化
さ
せ
、
改
修
促

進
に
努
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
市
長
に
お
い
て
対
処
す

る
よ
う
求
め
る
附
帯
決
議
案
を
小

澤
議
員
・
立
川
議
員
・
河
野
議
員

で
提
出
し
、
賛
成
者
全
員
で
可
決

し
、
本
案
に
同
決
議
を
付
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
９
名
）

委
員
長 

緑
川　

利
行

副
委
員
長 

河
野　

慎
一

委
員 

江
野
澤　

隆
之

　

小
澤　

宏
司 

高
山　

敏
朗

　

立
川　

清
英 

成
田　

忠
志

　

林　
　

隆
文 

堀
口　

明
子

さ
と
う
し
づ

み
つ
は
し
よ
う
こ

平成28年第1回定例会〔請願〕 議決日：平成28年3月22日

番号 件　　　　名 議決結果

採択

不採択

不採択

不採択

不採択

賛成者全員

賛成者少数

賛成者少数

賛成者少数

賛成者少数

市民への認知症対策の充実を求める件【福祉】

請願第1号

請願第2号

請願第3号

請願第4号

請願第5号

平成２８年度学童待機児童増加に伴い子育て支援への予算
見直し要望に関する件【福祉】

議員報酬減額に向けた、全議員による積極的な協議を求める件
【議会運営】 
就学前乳幼児の子ども医療費窓口負担の軽減を要請する件
【福祉】

保育園や学童保育所の待機児童解消に向けて増設を要請
する件【福祉】

陳情に係る委員会審査結果一覧

番号 件　　　　名 審査結果

不採択賛成者少数

不採択賛成者少数

未来の有権者のための、模擬投票所設置に関する陳情【総務】

障害者福祉制度移動支援利用対象拡大に関する件【福祉】

陳情第4号

陳情第5号

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後
の相談のできる窓口などの設置を求める陳情【福祉】 賛成者全員 採択陳情第1号

陳情第2号 市と公益社団法人八千代市シルバー人材センターに関する件
【福祉】 賛成者なし 不採択

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
案
ほ
か
１
議
案
を
修
正
可
決

30
議
案
、
２
発
議
案
を
可
決
、
１
請
願
を
採
択

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
28
年　

第
１
回
定
例
会

秋葉市長の公文書改ざんに関する
調査特別委員会の調査経過中間報告

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

可
決
さ
れ
た

発   

議   

案

平成28年5月（2016）

DIC214

八千代市一般職員の給料の臨時特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について【総務】

八千代市一般職員の旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について【総務】
八千代市税条例及び八千代市固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例の制定について【総務】
八千代市手数料条例の一部を改正する条例の制定について【産業都市】
八千代市建築審査会条例の一部を改正する条例の制定について
【産業都市】
八千代市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について【産業都市】
八千代市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】

八千代市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について【総務】
平成27年度八千代市一般会計補正予算（第4号）【各常任委員会】

八千代市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関す
る基準等を定める条例及び八千代市指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員，設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号
議案第14号

修正案
原案
修正案
修正部分を除く原案

平成28年度八千代市一般会計予算【予算】

平成28年度八千代市国民健康保険事業特別会計予算【予算】
平成28年度八千代市介護保険事業特別会計予算【予算】
平成28年度八千代市墓地事業特別会計予算【予算】
平成28年度八千代市後期高齢者医療特別会計予算【予算】
八千代市水道事業会計に係る利益積立金の目的外使用について
【産業都市】
平成28年度八千代市水道事業会計予算【予算】
平成28年度八千代市公共下水道事業会計予算【予算】
八千代市一般職員の給与に関する条例及び八千代市一般職の任期付
職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の
制定について【総務】

議案第19号

議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号

議案第24号

議案第25号
議案第26号

議案第27号

組替（植田議員提出）
組替（橋本議員提出）
修正案
修正部分を除く原案

番号

平成28年第1回定例会〔議案・諮問・発議案〕

議決結果件　　　　名
（件名の後ろの【　】内は、付託先委員会を表します。）

各会派の賛否
市
民
ク
ラ
ブ

公　

明　

党

自
由
民
主
党

賛
成
数

新　

未　

来

新
・み
ん
な
の
広
場

日
本
共
産
党

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
A

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
B

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
C

反
対
数

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
D

八千代市職員の退職管理に関する条例の制定について【総務】
八千代市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定に
ついて【文教安全】
八千代市職員の休日及び休暇に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について【総務】
八千代市特別職の職員の給与，旅費及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について【総務】

平成27年度八千代市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）【福祉】
平成27年度八千代市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）【福祉】
平成27年度八千代市水道事業会計補正予算（第1号）【産業都市】

八千代市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】
教育委員会委員の任命について（佐藤志津氏）
平成27年度八千代市一般会計補正予算（第5号）【総務・福祉・産業都市】
平成27年度八千代市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）【総務】

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその危険性や予後の
相談可能な窓口などの設置を求める意見書について

平成27年度八千代市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）【総務】
平成27年度八千代市墓地事業特別会計補正予算（第3号）【総務】
平成27年度八千代市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）【総務】
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書について
消費税率10％への増税中止を求める意見書について

地方自治否定の沖縄県米軍新基地建設に反対する意見書について

首相の「改憲発言」に抗議し憲法遵守を求める意見書について

関西電力高浜発電所の再稼働中止を求める意見書について
社会保障費削減の撤回を求める意見書について

環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の大筋合意を撤回し、協定への調印・
批准を行わないよう求める意見書について

平成27年度八千代市公共下水道事業会計補正予算（第2号）【産業都市】

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号

議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号

発議案第1号

諮問第1号

発議案第2号

発議案第4号

発議案第5号

発議案第6号

発議案第7号
発議案第8号

発議案第3号

議案第1号
（6）（5）（3）（3）（3）（3）（1）（1）（1）（1）

○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ 20 7○
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 24 3○

× × × × ○ × × × × 3 24×
× × × ○ × × × ○ × 4 23×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○
○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 23 4○
○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 22 5○
× × × ○ × × × ○ × 4 23×

修正案及び
修正部分を除く
原案可決

修正案及び
修正部分を除く
原案可決

議決日：平成28年3月22日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0○ 原案可決

原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 24 3○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 24 3○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 26 1○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

× × × × ○ ○ × ○ × 5 22× 原案否決
× × × ○ ○ × × ○ × 7 20× 原案否決

× × × × ○ × × ○ × 4 23× 原案否決

× × × ○ ○ ○ × ○ × 8 19× 原案否決

× × × ○ × × ○ × 6 21× △
2 原案否決

× × × ○ ○ × × ○ × 7 20× 原案否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 適　　任

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案同意

× × × ○ × ○ × ○ × 5 21× 原案否決
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答弁者の略称は、（市）：市長、（副）：副市長、（総）：総務企画部、（財）：財務部、（健）：健康福祉部、（子）：子ども部、（生）：生涯学習部、（安）：安全環境部、（都）：都市整備部、（産）：産業活力部、（会）：会計管理者、（選）：選挙管理委員会、（監）：監査委員、（農）：農業委員会、（教）：教育委員会、（消）：消防本部、（水）：上下水道局　をそれぞれ表します。

■ 
大
塚 

裕
介 

議
員

平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
　
一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は
。

答　

歳
入
で
は
、
景
気
の
回
復
等

に
伴
い
市
税
全
体
で
大
幅
な
増
を

見
込
ん
だ
ほ
か
、
地
方
消
費
税
交

付
金
等
で
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
待
機
児
童
対
策
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
応
等
に
つ
い

て
計
上
し
て
い
ま
す
。  　
　
（
財
）

指
摘　

市
の
財
政
状
況
の
好
転

は
、
収
入
面
に
お
け
る
要
因
が
大

き
い
の
で
あ
り
、
市
長
の
成
果
と
呼

べ
る
も
の
は
乏
し
い
と
感
じ
ま
す
。

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
つ
い
て

問
　
地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

の
提
言
の
１
番
目
に
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
の
強
力
な
推
進
を
掲
げ
ま
し

た
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答　

新
川
周
辺
な
ど
豊
か
な
自
然

環
境
や
魅
力
あ
る
施
設
等
を
活
用

し
た
ま
ち
の
魅
力
創
出
の
ほ
か
、

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
っ
ち
」

や
、
市
の
花
で
あ
る
バ
ラ
を
活
用

す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。  

（
総
）

団
地
再
生
に
つ
い
て

問
　
団
地
再
生
の
進
め
方
は
。

答　

総
合
戦
略
に
Ｕ
Ｒ
団
地
の
再

生
及
び
空
き
店
舗
対
策
を
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
後
期
基
本
計
画

に
も
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。  

（
総
）

要
望　

市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
け
れ
ば
、
Ｕ

Ｒ
も
協
力
で
き
ま
せ
ん
。
他
市
の

例
を
参
考
に
、
早
期
で
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
要
望
し
ま
し
た
。

市
制
施
行
50
周
年
に
つ
い
て

問
　
記
念
事
業
の
検
討
状
況
は
。

答　

市
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

に
冠
を
付
す
ほ
か
、
記
念
式
典
、

市
民
企
画
提
案
事
業
へ
の
補
助
等

を
検
討
し
て
い
ま
す
。　
　

  

（
市
）

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て　

問
　
市
庁
舎
の
耐
震
化
等
に
つ
い

て
記
載
が
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

建
て
替
え
等
の
手
法
も
含
め

て
再
検
討
し
て
い
ま
す
。　

  

（
財
）

■ 

小
澤 
宏
司 
議
員

創
業
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

問
　
計
画
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

１
点
目
は
、
本
市
の
支
援
事

業
と
し
て
、
女
性
の
起
業
支
援
セ

ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
各
種
団
体
と
起

業
支
援
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
創

業
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
相
談
内

容
に
合
わ
せ
た
支
援
機
関
の
紹
介

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
２
点
目

は
、
商
工
会
議
所
の
創
業
塾
を
、

よ
り
専
門
的
な
知
識
を
習
得
で
き

る
、
国
の
特
定
創
業
支
援
事
業
と

し
て
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
創
業

相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

 （
産
）

問
　
本
市
独
自
の
創
業
支
援
策
の

検
討
は
。

答　

創
業
１
年
以
内
の
事
業
者
に

対
し
、
指
定
取
扱
金
融
機
関
か
ら

の
融
資
に
係
る
利
息
の
一
部
補
給

を
検
討
し
て
い
ま
す
。　
　

  

（
産
）

要
望　

本
市
は
人
口
増
加
中
の
自

治
体
で
あ
り
、
他
市
か
ら
の
参
入

や
新
規
企
業
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
十

二
分
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
地
域

に
根
づ
い
た
会
社
は
、
地
域
の
見

守
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
の

一
助
に
も
な
り
ま
す
。
雇
用
の
充

実
や
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
創
業
支
援

策
の
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

も
え
ぎ
野
地
区
に
つ
い
て

問
　
も
え
ぎ
野
地
区
の
開
発
行
為

に
対
す
る
市
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
は
。

答　

開
発
行
為
は
民
間
事
業
者
が

行
う
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
市
が
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。  

（
都
）

要
望　

も
え
ぎ
野
地
区
は
広
大
で
あ

る
た
め
、
一
民
間
企
業
の
話
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
開

発
が
進
め
ば
、
阿
蘇
、
米
本
、
保
品

地
区
の
生
活
の
拠
点
と
な
る
企
業

が
進
出
す
る
可
能
性
も
生
じ
、
小

学
校
や
中
学
校
の
再
配
置
に
も
影

響
が
あ
る
ほ
か
、
市
民
税
、
固
定

資
産
税
な
ど
市
税
の
増
収
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
市
と
し

て
、
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力

し
、
ま
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
官
民
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

■ 

山
口
　
勇 

議
員

発
注・施
工
時
期
の
平
準
化

問
　
公
共
工
事
の
発
注
・
施
工
時

期
の
平
準
化
に
つ
い
て
の
状
況

答　

契
約
課
で
契
約
締
結
し
た
工

事
で
、
年
度
当
初
４
月
か
ら
工
事

着
手
し
た
も
の
は
な
い
状
態
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
品
確
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
発
注
者
の
責
務
と
し

て
の
平
準
化
を
、
債
務
負
担
行
為

や
繰
越
明
許
費
等
の
財
政
手
法
を

適
宜
選
択
し
対
応
す
る
。　

  

（
財
）

要
望　

平
準
化
と
共
に
停
止
条
件

付
入
札
や
長
期
継
続
契
約
な
ど
効

率
的
な
入
札
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

■ 

河
野 

慎
一 

議
員

⑴
給
食
費
の
徴
収
に
つ
い
て
、
各

学
校
の
引
き
落
と
し
手
数
料
が
、

10
円
〜
１
１
８
円
と
１
０
０
円
以

上
の
差
が
あ
る
問
題
点
を
指
摘
。

⑵
小
規
模
保
育
事
業
所
に
つ
い

て
、
連
携
施
設
の
確
保
を
要
望
。

⑶
18
歳
の
投
票
率
向
上
の
た
め
、

白
ば
ら
や
ち
よ
や
広
報
や
ち
よ
に

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
導
入
を
要
望
。

⑷
繁
忙
期
の
市
役
所
開
庁
時
間
の

延
長
、
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

及
び
支
所
に
対
す
る
全
庁
的
な
検

討
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
要
望
。

■ 

松
﨑 

寛
文 

議
員

も
え
ぎ
野
地
区
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
進
捗
状
況
は
？

答　

大
学
施
設
と
住
宅
を
併
せ
た

開
発
行
為
で
あ
り
、
面
積
は
約

65
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
工
事
完
了

は
平
成
31
年
度
末
を
予
定
。  

（
都
）

問
　
今
後
の
方
針
は
？

答　

い
わ
ゆ
る
セ
ッ
ト
開
発
に
関

す
る
規
定
が
平
成
19
年
に
削
除
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
大
幅
な
計
画
の

変
更
が
で
き
な
い
状
況
の
為
、
最

終
的
に
は
計
画
ど
お
り
事
業
を
進

め
る
旨
を
事
業
者
に
対
し
て
働
き

か
け
を
し
て
い
く
。　
　
　

  

（
都
）

■ 

堀
口 

明
子 

議
員

待
機
児
童
の
解
消

　

請
願
第
５
号
「
保
育
園
や
学
童

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け

て
増
設
を
要
請
す
る
件
」
に
つ
い

て
、
福
祉
常
任
委
員
会
で
子
ど
も

部
よ
り
八
千
代
市
の
現
状
に
つ
い

て
、
２
点
聞
き
取
り
ま
し
た
。

問
　
４
月
か
ら
の
保
育
園
、
学
童

保
育
所
の
待
機
児
童
数
の
見
込
み

は
何
人
で
す
か
。

答　

保
育
園
１
６
７
名
、
学
童
保

育
所
は
１
７
９
名
で
す
。　

  

（
子
）

問
　
４
月
か
ら
保
育
園
も
学
童
保

育
所
も
定
員
増
を
行
っ
た
事
は
評

価
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
待
機
児
童

が
増
え
る
こ
と
へ
の
対
応
は
考
え

て
い
ま
す
か
。
市
民
が
要
望
し
て

い
る
増
設
な
ど
の
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

答　

具
体
的
な
増
設
の
予
定
は
今

現
在
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　

  

（
子
）

意
見　

市
が
保
育
の
質
を
保
つ
た

め
に
も
、
０
〜
５
歳
（
全
年
齢
対

象
）
対
応
の
園
庭
の
あ
る
保
育
所

の
設
置
を
考
え
る
べ
き
で
す
。
保

育
園
の
待
機
児
童
は
０
〜
２
歳
が

８
割
。
だ
か
ら
小
規
模
保
育
（
19

人
以
下
）
で
い
い
と
は
言
え
な
い

は
ず
で
す
。
請
願
に
書
か
れ
て
い

る
園
庭
の
あ
る
保
育
園
は
、
本
来

の
認
可
保
育
園
の
姿
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
学
童
保
育
所
は
、
昨
年
よ

り
小
学
校
６
年
生
ま
で
入
所
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
入

所
希
望
者
が
増
え
る
の
は
当
然
で

す
。
学
校
内
で
の
設
置
が
本
来
望

ま
し
い
が
、
余
裕
教
室
が
無
い
の

で
あ
れ
ば
、
緊
急
的
に
公
園
が
あ

り
、
車
等
の
心
配
の
な
い
Ｕ
Ｒ
団

地
の
空
き
店
舗
を
利
用
す
る
な
ど

検
討
す
べ
き
で
す
。

　

早
急
に
保
育
園
も
学
童
保
育
所

も
市
が
責
任
を
も
っ
て
設
置
を
す

べ
き
で
す
。

■ 

菅
野 
文
男 
議
員
（
質
問
事
項
）

⑴
市
長
の
政
治
姿
勢
　
公
文
書
改

ざ
ん
問
題
に
関
す
る
責
任
と
反
省

に
つ
い
て

⑵
八
千
代
１
号
幹
線
　
溢
水
対
策

に
つ
い
て

①
計
画
予
定
の
全
体
像
に
つ
い
て

②
平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て③
事
業
内
容
に
つ
い
て

④
関
係
機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て

■ 

三
田
　
登 

議
員

財
政
運
営
の
基
本
的
計
画
　

問
　
見
直
し
は
。
投
資
的
経
費
の

財
源
を
示
す
必
要
が
な
い
か
。

答　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
等
の

ほ
か
、
ロ
ー
リ
ン
グ
の
際
に
投
資

的
経
費
を
反
映
さ
せ
る
。　

  

（
財
）

問
　
基
本
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る

財
政
調
整
基
金
30
億
円
確
保
へ
の

方
策
は
。

答　

歳
入
見
込
み
に
見
合
っ
た
予

算
編
成
を
行
う
こ
と
で
、
財
政
調

整
基
金
の
確
保
を
図
る
。　

  

（
市
）

問
　
12
月
で
終
了
し
た
職
員
給
与

減
額
幅
を
継
続
す
べ
き
で
は
。

答　

28
年
度
も
ラ
ス
対
策
で
の
給

料
減
額
を
す
る
の
で
新
た
な
減
額

は
考
え
て
い
な
い
。　
　
　

  

（
総
）

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

問
　
青
年
館
・
児
童
会
館
・
市
営

住
宅
の
廃
止
、
学
童
保
育
所
の
小

学
校
移
転
、
福
祉
作
業
所
の
民
営

化
な
ど
市
民
に
と
っ
て
唐
突
な
プ

ラ
ン
で
は
。

答　

第
４
次
総
合
計
画
前
期
実
施

計
画
で
進
め
て
い
た
整
備
が
完
了

し
て
い
な
い
施
設
や
老
朽
化
・
耐

震
性
等
の
課
題
の
緊
急
性
や
重
要

性
が
高
い
施
設
の
対
応
な
ど
に
優

先
し
て
取
り
組
む
。　
　
　

  

（
総
）

福
祉
作
業
所
の
民
設・民
営
化

問
　
民
設
・
民
営
な
の
に
民
間
事

業
者
に
３
億
円
の
建
設
補
助
金
を

出
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

答　

通
常
よ
り
大
き
な
施
設
を
整

備
す
る
。
ま
た
、
重
度
重
複
障
害

者
受
け
入
れ
は
費
用
の
面
で
民
間

で
は
運
営
が
難
し
い
。　
　

  

（
健
）

秋
葉
市
長
の
政
治
姿
勢

問
　
問
責
決
議
、
辞
職
勧
告
決
議

に
続
く
公
文
書
改
ざ
ん
問
題
の
責

任
を
ど
う
す
る
の
か
。
潔
く
市
長

を
辞
職
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

再
発
防
止
に
向
け
、
市
長
を

含
む
管
理
職
職
員
に
研
修
を
実
施
。

辞
職
す
る
考
え
は
な
い
。　

  

（
市
）

指
摘　

自
分
の
立
場
と
状
況
が
分

か
っ
て
い
な
い
。
公
文
書
改
ざ
ん

は
刑
法
違
反
だ
。
市
長
と
い
う
立

場
と
事
の
重
さ
に
相
反
し
て
市
長

の
対
応
は
あ
ま
り
に
も
軽
す
ぎ
る
。

本
会
議
の
傍
聴

　

本
会
議
開
催
日
に
、
市
役
所
４
階

の
議
会
事
務
局
で
氏
名
等
を
記
載
し

て
傍
聴
証
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
傍
聴
席
は
58
席
と
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

委
員
会
の
傍
聴

　

委
員
会
の
開
始
予
定
時
刻
の
30

分
前
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。
締
め
切
り
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
傍
聴
席
は
10
席
と
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
先
着
順
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
受
け
付
け
開
始
の
時

点
で
傍
聴
希
望
者
が
10
人
を
超
え

る
場
合
に
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　

本
会
議
ラ
イ
ブ
中
継
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
、
会
議
の
次
の
平

日
３
時
ご
ろ
に
は
、
録
画
し
た
も

の
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

こ
の
２
・
３
面
の
一
般
質
問
等

の
記
事
は
、
会
議
録
を
要
約
・
抜

粋
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
内
の
図
書
館
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
八
千
代
市

議
会
会
議
録
の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
（
会
議
録
は
次
回
の
定
例

会
開
会
前
後
に
作
成
予
定
）
。

■ 

木
下 

映
実 

議
員

問
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て
。

答　

事
業
主
体
と
な
る
方
等
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
「
八
千
代
台

地
域
活
性
化
人
づ
く
り
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
と
「
仮
称
一
般
社
団
法

人
八
千
代
市
観
光
案
内
・
賑
わ
い

セ
ン
タ
ー
設
立
事
業
」
の
２
事
業

を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。　

  

（
総
）

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
見
直

し
に
つ
い
て
。

答　

制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
図

る
た
め
、
寄
附
者
が
寄
附
金
の
使

途
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
寄
附
金
に
対
す
る
お
礼
と
し

て
特
産
品
等
の
贈
呈
、
寄
附
金
の

収
納
方
法
の
多
様
化
の
一
環
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
の
導
入
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

  

（
市
）

問
　
今
後
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

４
月
以
降
に
推
進
本
部
を
設

置
し
「
八
千
代
市
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
体
制

検
討
委
員
会
」
で
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
秀
明
大

学
（
女
子
水
球
）
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
取
り
組
み
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
、
水
球
競
技
の
魅
力
を

広
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

  

（
市
）

問
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
へ
の
早
期
移
行
に
つ
い

て
。

答　

総
合
事
業
へ
の
移
行
時
期
に

つ
い
て
は
、
半
年
前
倒
し
し
、
本

年
10
月
１
日
と
す
る
改
正
案
を
上

程
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。  

（
健
）

問
　
学
校
給
食
費
の
徴
収
体
制
に

つ
い
て
。

答　

本
市
で
は
学
校
給
食
費
直
接

納
付
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

学
校
給
食
費
を
市
へ
直
接
納
付
す

る
こ
と
及
び
約
１
万
８
千
人
分
の

情
報
を
学
校
給
食
費
収
納
管
理
シ

ス
テ
ム
で
一
元
管
理
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
在
の
学
校
給
食
費
の
徴
収
方
法

に
よ
る
諸
問
題
を
解
消
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

  

（
教
）

問
　
情
報
教
育
に
お
け
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
。

答　

現
在
の
機
器
の
多
く
は
も
う

す
ぐ
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
耐
用

年
数
は
一
般
的
に
５
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
更
新
が
必
要
な
時

期
を
過
ぎ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

も
保
守
が
で
き
な
い
機
器
が
増
え

て
お
り
、
機
器
の
更
新
、
さ
ら
に

Ｉ
Ｄ
Ｃ
や
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
も
検

討
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
職
員
は
、

導
入
時
に
補
助
金
の
対
象
外
で
あ

っ
た
た
め
、
端
末
等
が
整
備
さ
れ

ず
、
現
在
私
物
パ
ソ
コ
ン
を
Ｖ
Ｐ

Ｎ
接
続
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
担

保
し
つ
つ
利
用
し
て
い
る
状
況
で

す
。
学
校
と
の
連
携
・
業
務
の
効

率
化
と
い
う
点
は
も
ち
ろ
ん
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
点
で
も
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

  

（
教
）

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

■ 

成
田 

忠
志 

議
員

問
　
国
の
方
針
で
あ
る
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

１
５
」
の
予
算
へ
の
影
響
は
。

答　

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
普
通

交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

前
年
度
決
定
額
を
下
回
る
も
の
と

し
て
見
込
み
ま
し
た
。　
　

  

（
財
）

地
方
創
生
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
Ｕ

Ｒ
団
地
再
生
に
つ
い
て
。

答　

３
月
末
ま
で
に
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
決
定
し
ま
す
。
団
地

再
生
や
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て

は
、
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
る
と

と
も
に
、
後
期
基
本
計
画
で
も
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。　

  

（
総
）

市
制
50
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

問
　
市
が
計
画
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
は
。

答　

記
念
式
典
を
通
じ
、
市
民
と

共
に
祝
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
主
体
の
事
業
へ
の
助

成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。  

（
総
）

副
市
長
人
事
に
つ
い
て

問
　
市
長
任
期
を
残
り
１
年
と
少

し
残
し
て
い
る
段
階
で
、
副
市
長

と
し
て
県
職
員
を
期
限
付
き
で
招

へ
い
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

対
象
者
の
範
囲
を
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
現
在
適
任
者
の
絞
り

込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

  

（
市
）

指
摘
　　

相
変
わ
ら
ず
の
答
弁
で
し

た
が
、
約
３
年
間
同
じ
趣
旨
の
答

弁
を
続
け
る
市
長
に
対
し
、
早
急

に
結
果
を
示
す
よ
う
申
し
入
れ
を

し
ま
し
た
。

他
　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

特
徴
と
前
期
と
後
期
の
相
違
に
つ

い
て
質
問
し
た
ほ
か
、
空
き
家
対

策
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
団
体
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
対
応
の
見
直

し
を
求
め
ま
し
た
。

■ 

橋
本
　
淳 

議
員

問
　
吉
橋
大
師
講
を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

近
隣
自
治
体
や
関
係
機
関
と

も
研
究
・
検
討
す
る
。　
　

  

（
産
）

問
　
電
力
購
入
自
由
化
に
向
け
た

本
市
の
考
え
は
。

答　

環
境
配
慮
面
も
重
視
し
て
一

括
入
札
の
導
入
を
検
討
。  　
（
財
）

問
　
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
緑

が
丘
イ
オ
ン
と
ユ
ア
エ
ル
ム
で
の

期
日
前
投
票
が
実
現
し
た
が
、
参

議
院
選
で
フ
ル
ル
ガ
ー
デ
ン
で
の

期
日
前
投
票
は
可
能
に
な
る
の
か
。

答　

設
置
す
る
予
定
。 　
　
（
選
）

■ 

原
　
弘
志 

議
員
（
質
問
事
項
）

第
４
次
総
合
計
画
問
題

医
療
問
題 

⑴
改
正
を
迎
え
る
千
葉

県
保
健
医
療
計
画
⑵
東
京
女
子
医

大
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
①
八
千

代
市
で
の
位
置
づ
け
②
増
床
工
事

の
進
捗
③
抱
え
る
課
題　

駐
車

場
、
待
ち
時
間

ま
ち
づ
く
り
⑴
公
園
美
化
協
力
団

体
意
見
交
換
会
⑵
八
千
代
台
南
市

民
の
森
、
西
市
民
の
森

教
育
問
題 

旧
八
千
代
台
東
第
二
小

学
校
の
そ
の
後
、
東
小
の
校
庭

環
境
問
題 

市
の
ご
み
の
排
出
量

■ 

高
山 

敏
朗 

議
員

﹇
財
政
﹈○
市
債
残
高
80
億
削
減
の

目
標
を
設
定
○
人
件
費
適
正
化
を

○
評
価
・
処
遇
の
連
動
を
！

﹇
街
づ
く
り
﹈○
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
取
組
を
○
市
制
50
周
年
市
民

提
案
で
活
性
化
を
○
市
庁
舎
対
応

等
官
民
連
携
の
取
組
み
で
！

﹇
福
祉
﹈○
中
学
校
で
も
放
射
線
量

50
㎝
測
定
を
行
う
よ
う
に
○
子
供

の
甲
状
腺
検
診
助
成
を
市
全
体
で

検
討
○
保
育
園
、
学
童
保
育
の
待

機
解
消
の
取
組
み
の
加
速
を
○
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
の
対
応
に
配
慮

を
○
高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り

議
会
の
傍
聴

お
知
ら
せ

23

公 

明 

党

代
表
質
問

市
民
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

代
表
質
問

新
　
未
　
来

個
別
質
問

日
本
共
産
党

個
別
質
問

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

委
員
会
質
問

個
別
質
問

自
由
民
主
党

代
表
質
問

新
・
み
ん
な
の
広
場

代
表
質
問

個
別
質
問

会派のスペースは、定例会最終日現在の会派構成に基づき割り当てられています。平成28年5月（2016） 平成28年5月（2016）

　１月22日に総務常

任委員会が市民活動

団体支援制度につい

て調査・研究を行う

ため、所管事務調査

の一環として市川市

を視察しました。本

市においてもいわゆ

る１％支援制度を実

施しているところですが、手続きの手間、投票率の伸び悩み等の課題を抱えて

います。これらの改善・改良を前提として、要綱により制度を運用しています

が、実態は市民団体や議会への説明が不足する中で制度変更がなされ、市民に

混乱を来している状況です。市川市では、既存制度の代替として新たな支援制

度を創設しており、今回委員会ではその調査のため視察を実施しました。当日

は、市川市が28年度より新制度を実施するに至った背景や経緯、制度の内容に

ついて職員から説明を受け、委員からは事業経費の変化などについて質疑がな

されました。

総務常任委員会が所管事務調査を実施総務常任委員会が所管事務調査を実施

新しい豊
かさをめざして

時代をリードする会派の議会活動

市　政　を
診る・創る

●会派別議員名簿
会 派 名

（現員28名）◎は代表者　平成28年3月22日現在

◎横山　博美（総）　嵐　　芳隆（福）　伊東　幹雄（文）　江野澤隆之（産）　
　大塚　裕介（産）　小澤　宏司（総）　林　　隆文（福）

◎木下　映実（福）　正田富美恵（総）　末永　　隆（福）

◎山口　　勇（文）　河野　慎一（総）　松﨑　寛文（産）

◎西村　幸吉（福）　成田　忠志（産）　林　　利彦（文）

◎堀口　明子（福）　伊原　　忠（文）　植田　　進（総）

◎橋本　　淳（総）　高山　敏朗（文）　原　　弘志（産）

　奥山　　智（文）Ａ　菅野　文男（産）B　三田　　登（福）C
　塚本　路明(総)D

☆（総）⇒総務、（福）⇒福祉、（産）⇒産業都市、（文）⇒文教安全を表しています。
☆「会派に属さない議員」のアルファベット表記は4面の「議決結果一覧」の表記に対応して
　 います。

　立川　清英（文）　緑川　利行（産）

所 属 議 員 氏 名

市
し

民
みん

ク ラ ブ（7名）

公
こう

明
めい

党
とう

（5名）

自
じ

由
ゆう

民
みん

主
しゅ

党
とう

（3名）

新
しん

・みんなの広
ひろ

場
ば

（3名）

日
に

本
ほん

共
きょう

産
さん

党
とう

（3名）

新
しん

未
み

来
らい

（3名）

会派に属さない議員（4名）
かいは ぞく ぎいん
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件
名
に
つ
い
て
は
、
議
決
結
果

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
議
案
第
１
号　

地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
職
員
の
退

職
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

■
議
案
第
２
号　

消
費
者
安
全
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

■
議
案
第
３
号　

地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
４
号　

特
別
職
の
職
員

の
日
当
の
額
を
改
定
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
５
号　

一
般
職
員
の
給

料
の
特
例
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
６
号　

一
般
職
員
の
日

当
の
額
を
改
定
す
る
等
の
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
７
号　

地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

■
議
案
第
８
号　

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
等

の
額
を
改
定
す
る
等
の
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
９
号　

建
築
基
準
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築
審
査
会

の
委
員
の
任
期
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

■
議
案
第
10
号　

八
千
代
市
印
旛

沼
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
変
更
に
よ
り
、
公
共
下
水
道

事
業
の
排
水
人
口
を
変
更
す
る
等

の
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
11
号　

介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
日

を
変
更
す
る
等
の
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
12
号　

指
定
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
者
に
対
し
運
営

推
進
会
議
の
設
置
を
義
務
付
け
る
等

の
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
13
号　

対
象
火
気
設
備

等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に

対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
27
号　

人
事
院
勧
告
及
び

千
葉
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
一

般
職
員
の
給
与
の
額
を
改
定
す
る
等

の
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
28
号　

国
民
健
康
保
険

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。　

■
議
案
第
14
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
１
４
５
万
９
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
を
５
７
０
億
１

２
８
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
15
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
12
億
２
４
３
９
万
７
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
を
２
２
２
億
３

５
１
６
万
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
16
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
６
０
０
万
５
千
円
を
減
額

し
、
補
正
後
を
１
０
５
億
４
９
５

８
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
17
号　

資
本
的
収
入
で

は
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

債
で
４
億
円
の
減
額
、
資
本
的
支

出
で
は
、
過
年
度
収
入
損
失
で
１

２
６
万
円
の
追
加
を
す
る
も
の
。

企
業
債
の
補
正
と
し
て
、
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
更
新
事
業
債
の
限
度
額

を
変
更
す
る
も
の
。

■
議
案
第
18
号　

資
本
的
収
入
で

公
共
下
水
道
建
設
事
業
債
を
４
１
２

０
万
円
、
資
本
的
支
出
で
雨
水
管
渠

整
備
事
業
費
４
１
３
２
万
１
千
円
を

そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
。

■
議
案
第
19
号　

予
算
規
模
を
５

５
９
億
９
千
万
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
20
号　

予
算
規
模
を
２

２
３
億
９
４
９
６
万
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
21
号　

予
算
規
模
を
１
０
７

億
１
０
４
０
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
22
号　

予
算
規
模
を
５

２
４
１
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
23
号　

予
算
規
模
を
20

億
６
２
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
24
号　

欠
損
金
を
補
て

ん
す
る
た
め
に
利
益
積
立
金
と
し

て
確
保
し
て
い
る
資
金
の
有
効
活

用
を
図
る
も
の
。

■
議
案
第
25
号　

収
益
的
収
入
の

予
定
額
を
39
億
７
３
６
３
万
６
千

円
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
35
億

７
１
６
５
万
円
、
資
本
的
収
入
の
予

定
額
を
13
億
７
６
９
６
万
４
千
円
、

資
本
的
支
出
の
予
定
額
を
30
億
５
８

７
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
26
号　

収
益
的
収
入
の

予
定
額
を
35
億
３
６
８
０
万
７
千

円
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
35

億
４
０
３
６
万
５
千
円
、
資
本
的

収
入
の
予
定
額
を
４
億
８
２
７
５

万
９
千
円
、
資
本
的
支
出
の
予
定

額
を
12
億
７
０
６
４
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

■
議
案
第
30
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
０
３
９
万
３
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
を
５
７
１
億
２

３
１
９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
31
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
３
３
万
５
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
を
２
２
２
億
３
６
４

９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
32
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
３
６
万
７
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
を
１
０
５
億
５
０
９

５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
33
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
を
３
億
６
３
９
６
万
４
千
円

と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
34
号　

歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
34
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
を
18
億
６
３
７
３
万
６
千
円

と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
29
号　

教
育
委
員
会
委
員

に
佐
藤
志
津
氏
を
任
命
す
る
も
の
。

■
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員

に
三
橋
洋
子
氏
を
推
薦
す
る
も
の
。

■
発
議
案
第
１
号　

脳
し
ん
と
う

を
受
傷
し
た
者
が
、
う
つ
状
態
に

陥
る
等
最
悪
な
事
態
を
避
け
る
た

め
、
国
に
対
策
を
求
め
る
も
の
。

■
発
議
案
第
２
号　

児
童
虐
待
防

止
対
策
の
抜
本
強
化
を
国
に
求
め

る
も
の
。

■
請
願
第
１
号　

学
童
保
育
の
充

実
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
予
算

の
見
直
し
を
要
望
す
る
も
の
。

■
陳
情
第
１
号　

脳
し
ん
と
う
の

周
知
と
予
防
等
求
め
る
た
め
、
国

へ
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

仕上がりD4サイズ 406mm×272mm
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■やちよ市議会だよりは再生紙を使用しています。 ●ご意見・ご感想をお寄せください。
　議会事務局庶務課 電話（483）1151（代表）　FAX（484）6340

市議会本会議の様子は八千代市ホームページからもご覧になれます。

　

平
成
28
年
八
千
代
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
23
日
〜
３
月
22
日
ま
で
の
29
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
２
月
29
日
か
ら
３
日
間
で
、
17
名
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
各
常
任
委
員
会
は
、
３
日
、
４
日
、
22
日
に
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
８
日
〜
11
日
に
開
催
さ

れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、
請
願
、
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
平
成
28
年
度
予
算
案
、
条
例
の
制
定
案
な
ど
議
案
34
件
、
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
案
ほ
か
１
議
案
を
修
正
可
決
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
原
案
同
意
、
そ
の
他
30
議
案
を
可
決
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
否
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
発
議
案
（
議
員
提
出
議
案
）
８
件
、
請
願
５
件
を
審
議
し
、
発
議
案
２
件
を
可
決
、
請

願
１
件
を
採
択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
等
は
２
・
３
面
に
、
議
案
等
の
概
要
・
議
決
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

意
見
・
要
望
事
項

修
正
案
の
概
要

条
例
関
係

採
択
さ
れ
た

請

願

委
員
会
で
採
択

さ
れ
た
陳
情

そ
の
他

予
算
関
係

第2回定例会は、6月6日開会予定です。

※　「各会派の賛否」については、○は賛成、×は反対です。△は会派内で賛否が分かれました（下の数字は賛成人数）
※　「各会派の賛否」における「会派に属さない議員」はアルファベット表記しており、以下のとおり対応しています。
　　Ａ：奥山 智議員　Ｂ：菅野 文男議員　C：三田 登議員　D：塚本 路明議員
※　賛否の数には議長は含まれません。
※　議案第1号から第4号については、会派「自由民主党」において退席議員が1名ありました。
※　個別の賛否結果については、ホームページ上でご覧になれます。

※　執行機関に対する請願が採択された場合は、次の定例会で処理の経過及び結果が
　　報告されます。
　　なお、審査しないこととなった陳情は、掲載しておりません。

附
帯
決
議
と
そ
の
提
案
理
由

■E-mailアドレス : gikai1@city.yachiyo.chiba.jp

●
●
●
●

発 行
編 集
所在地
電 話

八 千 代 市 議 会
八千代市議会広報委員会
八千代市大和田新田312-5
047（483）1151（市役所代表）

議 決 結 果 一 覧議 決 結 果 一 覧議 決 結 果 一 覧議 決 結 果 一 覧

地方創生調査特別委員会の活動
　３月24日に第10回目の会議を開催し、八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略などについて市へ説明
を求めました。その中で、昨年市長へ提出した提言書が、八千代市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（素案）の各所に反映されたことが確認できました。
　主な内容は、米本・高津・村上団地の再生、源右衛門鍋のＰＲ、新川周辺のウォーキング・サイクリング等
の案内マップ作成、レンタサイクルの推進、待機児童解消、婚活ツアーの開催、学童保育と放課後子ども
教室の一体型推進、京成バラ園との連携、小学校新入生への「バラ」の苗の配布、「やっち」のＰＲなどで
す。
　また、今までの会議では、まちづくりや観光推進に対する意見も多く出されたところです。関連する２
事業に対して、国から地方創生加速化交付金として、約6,700万円の交付がされる予定です。
　今後も同委員会では、八千代市の活性化のための活動を行っていきます。

　第１回定例会最終日に秋葉市長の公文書改ざんに関する調査特別委員会から調査に関する中間報告が
ありました。委員長から事案経過と本委員会の調査経過の概要が報告され、市長の証言と職員の発言の
食い違いについて主なものが３点報告されました。
［市長の証言］
①職員から会議録は要点記録であるとの説明を受け、かつ会議録が未完成だと報告を受けた。
②内容についても誤字・脱字のみを指摘した。
③職員が市長室に入室した場合は、必ず記録を残している。
　これに対する職員の証言では、意見聴取した職員の中には①のような説明をした職員はおらず、②に
関しても鉛筆で枠を囲っての削除指示を受けた③については入室記録がない場合でも入室することもあ
り、開示請求後、総務企画部の職員が2名入室し、市長と本件について話をした。との証言がありまし
た。市長と職員の発言との間において食い違いがあるため、本委員会は今後も、調査を実行し、本事案
の真相を明らかにするとともに、再発防止に向けた検討を行っていきます。

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
予
算
案
を
審
査
す
る
た

め
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
間
に
わ
た

る
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
修

正
可
決
、
そ
の
他
の
議
案
は
原
案

の
と
お
り
可
決
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
委
員
長
報
告
に
お
け

る
執
行
機
関
に
対
す
る
主
な
意

見
・
要
望
事
項
で
す
（
要
約
）

▽
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画…

28
年
度
か
ら
開
始
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
の
実
施
計
画
を
示

さ
ず
予
算
審
査
を
求
め
る
の
は
議

会
軽
視
で
あ
る
。

▽
予
算
書
発
行
部
数
の
大
幅
な
削

減…

課
長
職
の
職
員
に
も
配
付
さ

れ
て
お
ら
ず
、
職
員
が
市
の
予
算

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に

も
今
後
の
配
付
に
つ
い
て
改
善
を
。

▽
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
度…

窓

口
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
い
う
目
的
を

認
識
し
た
上
で
、
体
制
の
整
備
を
。

▽
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ…

改
修
が
22

年
間
さ
れ
て
お
ら
ず
、
施
設
の
重

要
な
中
央
監
視
装
置
が
故
障
し
、

館
内
空
調
等
が
全
館
停
止
と
い
う

事
態
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
早

急
に
対
策
を
。

▽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー…

著

し
い
老
朽
化
に
よ
る
空
調
設
備
の

不
具
合
に
対
し
、
修
繕
費
の
予
算

計
上
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
早
急

な
対
策
を
。

▽
待
機
児
童
の
解
消…

学
校
内
の

特
別
教
室
の
一
時
利
用
の
検
討
、

人
員
の
確
保
策
と
し
て
の
学
童
指

導
員
の
待
遇
の
見
直
し
を
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
緊
急
性
を
要

す
る
施
設
・
設
備
改
修
、
及
び
学

校
施
設
に
お
け
る
環
境
整
備
と
し

て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
空
調
設
備
等

改
修
工
事
費
に
２
２
０
０
万
円
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
空
調
設

備
等
改
修
工
事
費
に
４
０
０
万
円
。

勝
田
台
市
民
文
化
プ
ラ
ザ
施
設
・

設
備
の
老
朽
化
対
策
に
要
す
る
費

用
３
０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
も
の
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
老
朽
化
し
た
各
小
学
校
の
施
設
・

設
備
の
維
持
・
修
繕
費
に
２
３
０

０
万
円
を
、
中
学
校
の
施
設
・
設

備
の
維
持
・
修
繕
費
に
６
０
０
万

円
を
、
夏
場
で
も
窓
を
開
け
ら
れ

な
い
音
楽
室
な
ど
優
先
度
の
高
い

諸
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る

実
施
設
計
委
託
料
と
し
て
６
０
０

万
円
を
増
額
す
る
も
の
。

以
上
の
歳
出
予
算
増
額
分
９
１
０

０
万
円
の
財
源
は
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
対
応
。

　

28
年
度
中
に
対
応
す
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
の

う
ち
、
予
算
措
置
に
よ
る
改
善
が

可
能
な
も
の
を
掲
げ
た
。

１
．
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
が
定
め
る
構
造
耐
震

指
標
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況

に
危
機
感
を
持
ち
、
早
期
に
方
向

性
を
決
定
し
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
始
め
る
こ
と
。

２
．
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
、

人
員
の
確
保
に
必
要
な
費
用
の
精

査
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
人
員

以
外
に
施
設
等
の
対
応
が
必
要
な

地
域
も
あ
る
た
め
、
必
要
な
費
用

ほ
か
対
応
に
つ
い
て
速
や
か
に
協

議
し
、
受
け
入
れ
児
童
数
の
増
に

努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

３
．
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び

乾
式
化
に
つ
い
て
の
整
備
改
修
計

画
が
、
耐
震
改
修
や
大
規
模
改
修

と
併
せ
て
行
わ
な
い
単
独
施
工
の

学
校
に
つ
い
て
は
、
財
政
事
情
を

鑑
み
、
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
工
事
設
計
と
、
そ

の
後
の
施
行
ま
で
を
見
据
え
た
整

備
目
標
を
明
確
化
さ
せ
、
改
修
促

進
に
努
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
市
長
に
お
い
て
対
処
す

る
よ
う
求
め
る
附
帯
決
議
案
を
小

澤
議
員
・
立
川
議
員
・
河
野
議
員

で
提
出
し
、
賛
成
者
全
員
で
可
決

し
、
本
案
に
同
決
議
を
付
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
９
名
）

委
員
長 

緑
川　

利
行

副
委
員
長 

河
野　

慎
一

委
員 

江
野
澤　

隆
之

　

小
澤　

宏
司 

高
山　

敏
朗

　

立
川　

清
英 

成
田　

忠
志

　

林　
　

隆
文 

堀
口　

明
子

さ
と
う
し
づ

み
つ
は
し
よ
う
こ

平成28年第1回定例会〔請願〕 議決日：平成28年3月22日

番号 件　　　　名 議決結果

採択

不採択

不採択

不採択

不採択

賛成者全員

賛成者少数

賛成者少数

賛成者少数

賛成者少数

市民への認知症対策の充実を求める件【福祉】

請願第1号

請願第2号

請願第3号

請願第4号

請願第5号

平成２８年度学童待機児童増加に伴い子育て支援への予算
見直し要望に関する件【福祉】

議員報酬減額に向けた、全議員による積極的な協議を求める件
【議会運営】 
就学前乳幼児の子ども医療費窓口負担の軽減を要請する件
【福祉】

保育園や学童保育所の待機児童解消に向けて増設を要請
する件【福祉】

陳情に係る委員会審査結果一覧

番号 件　　　　名 審査結果

不採択賛成者少数

不採択賛成者少数

未来の有権者のための、模擬投票所設置に関する陳情【総務】

障害者福祉制度移動支援利用対象拡大に関する件【福祉】

陳情第4号

陳情第5号

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後
の相談のできる窓口などの設置を求める陳情【福祉】 賛成者全員 採択陳情第1号

陳情第2号 市と公益社団法人八千代市シルバー人材センターに関する件
【福祉】 賛成者なし 不採択

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
案
ほ
か
１
議
案
を
修
正
可
決

30
議
案
、
２
発
議
案
を
可
決
、
１
請
願
を
採
択

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
28
年　

第
１
回
定
例
会

秋葉市長の公文書改ざんに関する
調査特別委員会の調査経過中間報告

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

可
決
さ
れ
た

発   

議   

案

平成28年5月（2016）

DIC214

八千代市一般職員の給料の臨時特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について【総務】

八千代市一般職員の旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について【総務】
八千代市税条例及び八千代市固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例の制定について【総務】
八千代市手数料条例の一部を改正する条例の制定について【産業都市】
八千代市建築審査会条例の一部を改正する条例の制定について
【産業都市】
八千代市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について【産業都市】
八千代市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】

八千代市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について【総務】
平成27年度八千代市一般会計補正予算（第4号）【各常任委員会】

八千代市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関す
る基準等を定める条例及び八千代市指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員，設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号
議案第14号

修正案
原案
修正案
修正部分を除く原案

平成28年度八千代市一般会計予算【予算】

平成28年度八千代市国民健康保険事業特別会計予算【予算】
平成28年度八千代市介護保険事業特別会計予算【予算】
平成28年度八千代市墓地事業特別会計予算【予算】
平成28年度八千代市後期高齢者医療特別会計予算【予算】
八千代市水道事業会計に係る利益積立金の目的外使用について
【産業都市】
平成28年度八千代市水道事業会計予算【予算】
平成28年度八千代市公共下水道事業会計予算【予算】
八千代市一般職員の給与に関する条例及び八千代市一般職の任期付
職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の
制定について【総務】

議案第19号

議案第20号
議案第21号
議案第22号
議案第23号

議案第24号

議案第25号
議案第26号

議案第27号

組替（植田議員提出）
組替（橋本議員提出）
修正案
修正部分を除く原案

番号

平成28年第1回定例会〔議案・諮問・発議案〕

議決結果件　　　　名
（件名の後ろの【　】内は、付託先委員会を表します。）

各会派の賛否
市
民
ク
ラ
ブ

公　

明　

党

自
由
民
主
党

賛
成
数

新　

未　

来

新
・み
ん
な
の
広
場

日
本
共
産
党

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
A

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
B

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
C

反
対
数

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
D

八千代市職員の退職管理に関する条例の制定について【総務】
八千代市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定に
ついて【文教安全】
八千代市職員の休日及び休暇に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について【総務】
八千代市特別職の職員の給与，旅費及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について【総務】

平成27年度八千代市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）【福祉】
平成27年度八千代市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）【福祉】
平成27年度八千代市水道事業会計補正予算（第1号）【産業都市】

八千代市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】
教育委員会委員の任命について（佐藤志津氏）
平成27年度八千代市一般会計補正予算（第5号）【総務・福祉・産業都市】
平成27年度八千代市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）【総務】

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防及びその危険性や予後の
相談可能な窓口などの設置を求める意見書について

平成27年度八千代市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）【総務】
平成27年度八千代市墓地事業特別会計補正予算（第3号）【総務】
平成27年度八千代市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）【総務】
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書について
消費税率10％への増税中止を求める意見書について

地方自治否定の沖縄県米軍新基地建設に反対する意見書について

首相の「改憲発言」に抗議し憲法遵守を求める意見書について

関西電力高浜発電所の再稼働中止を求める意見書について
社会保障費削減の撤回を求める意見書について

環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の大筋合意を撤回し、協定への調印・
批准を行わないよう求める意見書について

平成27年度八千代市公共下水道事業会計補正予算（第2号）【産業都市】

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号

議案第28号
議案第29号
議案第30号
議案第31号
議案第32号
議案第33号
議案第34号

発議案第1号

諮問第1号

発議案第2号

発議案第4号

発議案第5号

発議案第6号

発議案第7号
発議案第8号

発議案第3号

議案第1号
（6）（5）（3）（3）（3）（3）（1）（1）（1）（1）

○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ 20 7○
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 24 3○

× × × × ○ × × × × 3 24×
× × × ○ × × × ○ × 4 23×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○
○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 23 4○
○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 22 5○
× × × ○ × × × ○ × 4 23×

修正案及び
修正部分を除く
原案可決

修正案及び
修正部分を除く
原案可決

議決日：平成28年3月22日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0○ 原案可決

原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 24 3○ 原案可決
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 24 3○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 26 1○ 原案可決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 23 4○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案可決

× × × × ○ ○ × ○ × 5 22× 原案否決
× × × ○ ○ × × ○ × 7 20× 原案否決

× × × × ○ × × ○ × 4 23× 原案否決

× × × ○ ○ ○ × ○ × 8 19× 原案否決

× × × ○ × × ○ × 6 21× △
2 原案否決

× × × ○ ○ × × ○ × 7 20× 原案否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 適　　任

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0○ 原案同意

× × × ○ × ○ × ○ × 5 21× 原案否決


